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要旨 

 身近にある写真や画像を使い、想像や童話のような仮想世界を表現することを試みた。

画像のコラージュ（画像合成）を行い、人が和める画像を作りだしてみたいと思い、HP
（Home Page）上で公開するためのデジタル画像によって仮想現実の世界を表現した。
今回のコラージュ画像では動物を題材にし、まるで動物が人の想像の世界を体験してい

るかのようにコラージュしてみた。 
 画像を処理するにあたって Photoshop5.5 を使用した。それは写真などのデジタル画
像のコラージュに適しており、なおかつ画素数を小さくすることによってデータサイズ

を小さく出来るからである。データのサイズを小さくすることによって、Web上に公開
した時にデータサイズの大きなものより速く画像を表示することが出来る。 
 Web上で公開する事によって、ネット環境が揃っている場所でならば誰でも手軽に都
合のいい時に閲覧出来る。したがって印刷して個人個人に配布するといった手間暇が省

ける。さらに、コンピュータ上では、印刷する場合にくらべて画素数が少なくても美し

く表示でき、コラージュ作品を生写真であるかのように見る事が出来る。 
 今回は、Web上に「仮想写真館」というギャラリーを設け、作品を公開するだけでな
く、本稿で述べるような、デジタル画像のコラージュ方法の実際についても公開した。

Web上で公開する事によって、ハイパーテキストを構成して分りやすく情報を伝える事
が出来る。そのため、Web上から見られるように HPを作成した。 
 
 

１．はじめに 
 写真を切り貼りすることによってコラージ

ュ（画像合成）した作品がある。コラージュ

は芸術作品の製作技法の一つである。デジタ

ル画像では画像処理ができ、よりリアルなコ

ラージュ作品を作ることが可能である。画像

処理を使用したコラージュによって現実には

あり得ない世界を表現したり、人の心象風景

などを表現し作成することができる。 
 そこで私たちはデジタル写真をコラージュ

し、幼い頃に夢見た想像の世界を動物を題材

として表現した画像作品を作成した。 
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２．作品ギャラリー 

 
図１．作品『ビー玉』 

ビー玉を太陽にかざすと、薄っすらとビー玉

の中から動物が顔を覗かせると言った作品。 

 
図２．作品『アリス』 

 童話「不思議の国のアリス」の世界を表現。

背景に、赤黄２色の紅葉を写した風景画像を利

用し、不思議さを表現するために、渦巻状に変

形する処理を加えた。 
 
 
３．作品の製作方法 
 
３．１．使用した素材 
 コラージュの素材となるデジタル画像を

集めるにあたって使用した方法は以下の通り

である。 
・写真をスキャナーでスキャン 
・デジタルカメラで撮影 
・インターネットによる画像のダウンロード 

 

 
図３．作品『水中』 

 ハムスターを泳がせたいと思い作成。シュノ

ーケルの代用にストローの画像を用いた。 

 
図４．作品『レポーター』 

動物がマイクを持ってレポーターをやって

いたら、面白いと思い作成した。レポーターら

しく人のように見せるためウサギにメガネも

かけさせた。 
 
 
また、コラージュには次の汎用画像処理ソ

フトウェアを利用した。 
・Photoshop5.5 
 

     
（ａ）手 （ｂ）ハムスター （ｃ）空 

図５．『ビー玉』に用いた素材 
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３．２．作成手順 
 例として、図１に示した作品『ビー玉』の

作成手順について次の（１）～（３）に説明

する（図５参照）。なお、本稿ではふれないが、

図２～４の各作品についても、後述のホーム

ページ「仮想写真館」１）（図６）に以下と同

様の詳細な説明を掲載してある。 
 
（１） 素材の準備 
素材画像として（ａ）手，（ｂ）ハムスタ

ー，（ｃ）空の画像２）を用意する（図５）。 
 

（２）手とハムスターの画像を空に合成 
 手の画像（図５（ａ））を選択するために、

Photoshopの「自動選択ツール」や「なげわ
ツール」で輪郭を選択し、切り取って他の画

像へ移動できるようにレイヤーをカットし、

手の画像を空（図５（ｃ））へペーストする。 
 同様にハムスター（図５（ｂ））を選択し、

レイヤーをカットする。新規レイヤーを作り、

レイヤーをビー玉にしたい色に塗りつぶし、

そのレイヤーをハムスターの背景にするため

レイヤーの順番を変える。ハムスターと背景

の画像を統合、ビー玉にしたい大きさに楕円

形選択ツールで選択し、変形の中の球面で球

状にし、レイヤーをカットして空の画像へペ

ーストする。 
 
（３）３つの画像を編集して完成 
 手の画像を空の画像に合わせ編集で反転・

回転・大きさなどを調整する。 
 ハムスターの画像を手に合わせ大きさを調

整した。ビー玉のように透明感を出し空の画

像とのコラージュを自然なものにするため、

不透明度を「８０％」描写モードを「オーバ

ーレイ」に変更することによって、空の色に

近づき透明になり自然な質感になる。色調整

補正で明るさ・色相・彩度・明度を１５にす

る。３つの画像を統合して完成。すると図１

となる。 

コラージュの作成手順 

利用した素材画像 

図６．公開したホームページ「仮想写真館」 
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３．３．公開法 

 初めに、数多く存在するフリーのWebサー
バーのうち 2style.netと言うサーバーをレン
タルし、そこに 9個のファイルフォルダを作
成した。 
 次に、画像処理する前の元画像と画像処理

後のコラージュ画像を、サーバーにアップロ

ードした。 
 ホームページデータ（全５ページ）は全て

HTMLで記述した。出来上がったデータをサ
ーバーにアップロードして公開した１）（図６）。

公開したページは、「仮想写真館」というタイ

トルのページで、ここには本稿で紹介した４

つの作品（図１～４）とその製作法の解説を

掲載してある。 
 
４．考察 

 

４．１．作品について 

 例えば、図１．『ビー玉』では手の写真は逆

光になっているが、始めは手の写真は逆光に

なっていない普通に撮ったものを使用しよう

とした。その結果ビー玉の印象が薄れ手が目

立ち動物が目立たなくなり、見た瞬間ただ丸

い物を持っている印象がするだけで狙い通り

の作品には至らず、想像していたものとは離

れてしまい失敗した。どのようにすればビー

玉が小さいままハムスターは印象的にできる

のか悩み行き詰まった。 
 そして逆光にした結果、図１のようにビー

玉の印象が出てハムスターが覗き込むと言う

ものが出来上がった。その上、手と太陽との

交わりが自然なものになり一つの写真に近づ

けた。 
 
４．２．コラージュ作品の心理効果について 

 図１．『ビー玉』を例に、作品から受ける心

理的な効果について考察する。 
色の心理的作用３）の中に、「ものを大きく

見せる色と小さく見せる色」が有り、明るい

ものから順に暗いものに向かい小さく感じ、

同じように「軽く見える色と重たく見える色」

が有り、それは白から黒に向かい重たく感じ

ると言うもので、高い位置から低い位置に向

けて明度を低くすることによって人は開放感

を感じる。 
それらの効果によって、図１の作品では、

手を暗くしたことで白色に近いビー玉は大き

く見え引き立たち、人が開放感を感じる色合

いによって自然なものになったと考えられる。 
 
５．今後の課題 

 多くの獣類の動物や人を使ったりして、今

後さらにコラージュ作品をたくさん作ってい

きたい。それに写真だけに留まらずイラスト

などを利用して、写真とイラストとの融合の

コラージュを作っていきたい。イラストを使

うことによって非現実的な生物と出会える夢

の世界が作れるのだ。 
 そしてその作品集を使って、癒しの効果が

有るのかアンケートを取り心理的効果が得ら

れているのか検証をしていきたい。 
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